
 

 

 

 

 

 

 

・ストーブの周りは常

に整理整頓し、燃えや

すいものを置かない。 

 

 

 

 

 

 

 

・ストーブに給油する

際は必ず電源を切っ

てから行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・ストーブは定期的に

メンテナンスを行い、

適正に管理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月になって寒さはより一層増し、まだまだ私たちの生活

にストーブなどの暖房器具は欠かすことが出来ません。下記

のルールをしっかり守り、火災の発生を防ぎましょう！ 

ストーブなどの火を使う器具は、少しの手違いで火災が起こってしま

います。住宅用火災警報器の設置により、火災で発生した煙などの異変

にいち早く気づくことで、逃げ遅れを防いだり、初期消火を迅速に行う

ことができます。次のページで住宅用火災警報器について、もう一度確

認してみましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

左図のとおり住宅用火災警報

器を設置した場合は未設置の

場合と比べて、死者数は約

50％減少しています。住宅用

火災警報器の設置により、早期

に火災を感知することができ、

逃げ遅れによる被害の軽減に

つながっています。 

 

 

・寝室に必ず設置しまし

ょう！ 

 

・２階に寝室がある場合

は階段の上にも設置し

ましょう！ 

 

・天ぷら油に火をかけたまま持ち場を離れたところ、鍋から炎が 

舞い上がっていた。しかし火災警報器の音で異変に気づき、消

火器を使用し大事には至らなかった。 

・居住者が入浴中に、火災警報器の音に気づき周囲を確認した

ところ、台所のシンク内に捨てたタバコの吸い殻が燻って煙

が出ていた。すぐに水をかけ大事には至らなかった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古い消火器は腐食や破損による破裂の危険性があります。劣化に気づかず使用する

とケガをしたり、火災発生時に機能しない事態が起こります。いざという時適切に

使用できるよう、古くなった消火器を交換しましょう！ 

 

 

消火器の設置義務がある事業所にお知らせです！ 

平成 23年の法改正における、旧規格消火器設置の特例

期間が終了しております（令和３年 12月 31日まで）。

新規格消火器への交換がお済でない場合、早急に交換を

お願いします。旧規格と新規格の見分け方は下記のとお

りです。 

 

 

・消火器本体に変形、サビ又は塗装

の剥離がないか。 
※長期にわたり屋外に直接置いていた

場合、雨風によって腐食の進行が速く

なります。 

・ホースの損傷やひび割れ、キャッ

プやホースの結合部に緩みがない

か。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

消防水利除雪 ご協力ありがとうございます 

町内には、消火栓９１基・防火水槽４９基の消防水

利があります。 

消火栓や防火水槽は火災が発生したときに使用す

る大切な施設です。 

  

除雪にご協力をいただいている方々には、心より

お礼申し上げます。 

今後とも、地域の安心・安全な暮らしを守るため、

ご理解とご協力をお願いいたします。 
 

・リサイクル処分特定窓口店舗に直接古い消火器を持ち込み、処分してもらう。 

・ホームセンターなどで新たに消火器を購入する際、古い消火器を引取ってもら

える場合がありますので、事前にご確認ください。 

※他にゆうパックで回収する方法など、消火器リサイクル推進センターのホーム

ページに消火器の処分方法や特定窓口の検索など詳しく掲載されています。 


